
洞
門
清
規

に
み
る
壁
派

の
影
響

と
そ
の
批
判

(
山

口
)
 

一
二
四

洞
門
清
規
に
み
る
奨
派
の
影
響
と

そ
の
批
到

山

口

晴

通

一
 
洞
門
清
規

に
お
い
て
、
直
接
、

奨
派

の
影
響
を

う

け

た

も

の

と

し

て

は
、
大
乗
寺
月
舟
宗
胡
、

お
よ
び
卍
山
道
白

に
よ

つ
て
成

立

し

た
、
「
椙
樹
林

清
規
」
が
あ
る
。

一
方
、

こ
れ
に
た
い
し
て
、
洞
門

に
お
け
る
奨
派

の
影
響

を

鋭
く
比
剣
し
た
も
の
と
し
て
、
第

一
に
、
面
山
瑞

芳

に
よ

る
、

「僧
堂
清
規
行

法
鋤

」
、
「
僧
堂
清
規
考
訂
別
録

」
が
あ

げ
ら
れ
る
。

殊

に
面
山
は
、
前
記

行
法
鉛
制
作

の
動
機

と
し
て
、
吹

の
よ
う

に
示

し
て

い
る
。

…
…
爾

ヲ
永
螢

二
規

ノ
僧
堂
規
矩

ヲ
以

テ
明
様

ノ
琿
堂

ニ
テ
行

フ
ユ
ヘ

ニ
、

事

事

二
名

モ
義

モ
違
郁

ス
、
行
脚
数
年

ノ
聞
、

到
虜

二
額

ヲ
蜷

ム
、

ユ

ヘ
ニ

僧

堂
ヲ
重
興

シ
テ
、
永
螢

ノ
租
風

ヲ
後

ノ
英
孫

二
傳

ン
タ

メ

ニ
、
コ
ノ
砂

ヲ

述

ス

(
曹

全
清
規
p
.
3
1
1
)
下

す

な
わ
ち
、
永
螢

二
規
、

お
よ
び
古
規

へ
の
復
古
、

乃
至
は
、
顯
彰
を

は
か

る
之
共

に
、
明
様
排

除

の
思
想
が
、

本
砂
を
作
ら

し
め
た

一
因
で
あ

る
。

し
た

が
つ
て
、
行
法
砂
巻

一

「
日
分
行

法
次
第
教
訓
」

の
條

に
い
て
も
、
當
時
流
行

せ
る
、
明
様
揮
堂

の
非
な
る

こ
と
を
指

摘
し

て
い
る
。

で
は
、
且
ハ髄
的

に
示

さ

れ
た
洞
門
清
規
と
し
て
、

面
山
は
、
何

を
封
構

に
し
た
か
と

い
う
と
、
椙
樹
林

清
規

の
内
容
を
意
識

し
て

い
る

こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

そ

の
た
め
に
面
山

は
、

行
法
鉛

に
績

い
て
行
訂

別
録
を
撰

し
、

更

に

一
暦
明
様
を
排
撃

し
て
い
る
。
例

え
ば
、

そ
の
巻

一
、
僧

堂
日
分
行

法
攻
第
考
訂

に
お

い
て
、
少
く
も
六
ケ
所

以

上

の
明
様
を
、

「椙
樹
林
清
規
」

の
日
中
行
事

の
中
に
認

め

て

い

る
。

か
つ
て

道
元
琿
師

が
、

當
山

(
興
聖
寺
)
始
有
二
櫓
堂

是

日
本
國
始
聞
レ
之
、
始
見
レ
之
、
始
入
レ
之
、

始
而
坐
レ
之
、
學
佛

堂
道
人
之
幸

運
也

(
永
卒
贋
録
)

と
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
叢
林

の
も

つ
と
も
根
本
道
場

と
す

る
と
こ
ろ
は

僧
堂

で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お

い
て
輝
師

は
、
特

に
、

永
李
清
規
辮
道
法

を
開

示
さ

れ
た
。
今

こ

に
、
曾

堂
に
お
け
る
毎
日

の
生
活
態
度

の
中

に
、
椙
樹
林

清
規

に
み
る
が
ご
と
き
明
様
が
混
入
し
て

い
た
と
す
れ
ば
、
洞
門
清
規

と
し
て

は
、
多

い
に
注
目
さ

れ
る
所
以

で
あ
る
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、

次

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

坐
揮

ヲ
始

ル
式

ハ
、
先

ヅ
維
那
掛

二坐
輝
牌
於

堂
前

一次

二
直

堂
人
、

報

二首

座
維
那

堂
前

ノ
木
版
長
打

三
下

ス
、
椙
樹
林
清
規
(
曹
全
清
規
p
.
4
4
5上
)

今

マ
デ
寅

ノ
上
刻
、
直

堂
人
輝

堂

ヨ
リ
火
鈴

ヲ
振

テ

マ
ハ
リ
、
諸
寮

二
打
版

ス
ル

ハ
非

ナ
リ
…
…
諸
規

及
ビ
永
螢

二
規

ト

モ

ニ
、
坐
輝

ノ
打
版

ハ
、
堂
司

行
者

ナ
リ
直
堂
打
版

ハ
明
規

ナ
リ
改

ム
ベ

シ

(
考
訂
別
録
巻

一
 
曹

全
清
規

p
.
2
1
3上
)

こ
の
よ
う
な
筆
法
に
お
い
て
面
山

は
、
考
訂
別

録
巻

八
に
至

る
ま
で
、
且
髄

的
な
事
例
を
示
し
な
が
ら
、
明
様
、

乃
至

は
明
規

の
排
除

に

つ
と
め
て
い
る
。

そ
れ
は
喚
言
す
る
な
ら
ば
、
明
様

の
影
響

を
う
け
た
、
椙

樹
林
清
規

へ
の
批
到

と

い
う

こ
と
が
で
き
る
。

二
 
面
山

に
よ
る
指
摘

に
も
か

わ
ら
ず
、

一
た
び
洗
禮
を
う
け
た
明
様

の

影
響

は
、
容
易
に

こ
れ
を
脱
す

る
こ
と
が

で
き
な
か

つ
た
。

こ

に
玄
透
即
中

が
、
永
卒
寺
晋
佳

(
一
七
九
五
年
)
を
機

に
、
再

び
古
規
復
古

へ
の
叫
を
あ
げ

る
に
至

る
の
で
あ
る
。

こ
の
消
息

は
、
師

の

「
上
官
衙
書
」

の
中
に
表
現

さ
れ

て

い
る
。
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晦
僧
始
來
レ朝
。
盛
唱
二干
新
規
。
於
レ是
我
門
之
昧
者
。
亦
皆
雷
同
。
所
ご以
,

宗
風
大
攣
一也
。
大
乗
月
舟
。
覗
レ之
如
二仇
讐

嚴
設
二守
禦

金
城
湯
池
。

無
二自
而
入

然
而
寡
下
レ能
レ敵
レ衆
。
上
從
二永
卒
つ
下
至
二海
内
支
流

舎
レ

古
逐
レ
今
。
棄
レ金
捲
レ麻
。
與
二吾
租
家
訓
一矛
盾
。
酒
々
乎
不
レ
可
レ
易
也
。

租
運
否
塞
。
無
レ甚
二於
今
日

右
の
文
中
、
「大
乗
月
舟
覗
レ之
如
二仇
讐
こ

と
い
つ
た
表
現
に
、
あ
る
種
の

問
題
は
存
す
る
と
し
て
も
、
と
も
か
く
、
月
舟
の
名
を
戴
き
な
が
ら
、
祀
規
へ

の
復
古
に
努
め
た
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
玄
透
に
は
、
面
山
が
、
「僧

堂
清
規
考
訂
別
録
」
を
作
つ
て
椙
樹
林
清
規
の
行
法
を
正
す
が
ご
と
き
、
具
髄

的
な
著
述
は
な
い
が
、
所
謂
、
永
李
寺
現
佳
の
職
責
を
も
つ
て
、
大
乗
寺
に
た

い
し
、
「冠
註
永
李
大
清
規
」
を
迭
つ
て
租
規
復
古
へ
の
同
調
を
求
め
、
あ
る

い
は
、
當
時
の
大
乗
寺
佳
職
、
無
學
愚
繹
を
攻
撃
す
る
等
、
そ
の
思
想
は
、
ま

こ
と
に
直
接
行
動
的
で
あ
る
。
そ
し
て
明
様
排
除
へ
の
理
念
は
、
つ
い
に

「永

李
小
清
規
」
の
制
作
と
な
つ
た
。

叢
林
行
規
。
以
二信
堂
一爲
レ最
。
衆
寮
吹
レ
之
。
凡
大
衆
端
二
坐
三
昧

不
レ

必
二課
諦

小
開
二看
教

以
資
二照
心

要
以
三定
慧
等
學
爲
二佛
家
之
大
本
一

也
。
(
永
卒
小
清
規
自
序
 
曹
全
清
規

p
.
3
3
1
。

上
)

要
す
る
に
、
失
え
る
古
規

へ
の
復
古
を
も
つ
て
、
玄
透
は
大
乗
寺
に
せ
ま
り
、

官
に
訴
え
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
こ
う
じ
て
、
明
様
を
排
除
し
た
の
で
あ
る
。

故
に
、
同
一
の
洞
門
清
規
で
あ
り
な
が
ら
、
明
様
奨
規
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
、

こ
の
よ
う
な
攻
防
攣
遷
の
あ
つ
た
こ
と
は
、
洞
門
宗
學
思
想
の
上
で
、
非
常

に
、
注
目
に
債
す
る
こ
と
で
あ
る
。

三
 
お
よ
そ
後
世
に
お
い
て
、
清
規
が
制
作
さ
れ
る
時
に
は
、
必
ず
前
代
諸

清
規
が
参
考
に
さ
れ
、
思
想
的
な
敷
演
、
行
法
的
な
攣
形
が
な
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

椙
樹
林
清
規

の
制
作
に
あ
た
り
、

月
卍
二
師
は
、
 
「
按
一天

宋

五

山

十
刹
古

圖

廣
撮
二
要
干
諸
家

古
清
規

こ

と
い

』
、
あ
わ
せ
て
永
螢
二
規

の
宣
揚

に

つ

と
め

て
い
る
。

「
面
山
」
は
僧
堂
清
規
制
作

の
意
圖
を
、
道
元
琿
師

の
短

命

な

る
が
故

に
、
書
き
残
さ
れ
な
か

つ
た
も

の
を
、

補
修

せ
ん
と
し
て
、
古
く

中
國

の
繹
苑
か
ら
、

日
本

の
諸

清
規
ま

で
を
参
照

の
上
、
完
成

さ
れ
て
い
る
玄

透

の

「
永
干
小
清
規
」
に
し

て
も
同
様

の
こ
と
が

い
え
る
。

で
は
清
規

と
し

て
、
、隠
元

の
制
す

る
も
の
は
ど
う
で
あ

ろ
う

か
。
師

も
又
、

奨
規

の
蹟

に
お

い
て
、

不
三
設
戻
レ
古
梯

レ今

別
立
二
新
法

一唯
稽
校
折
哀
而
己

と
云

つ
て
い
る
。

し
か
も
同

じ
く
、

そ
の
序
文

に
お

い
て
、
百
丈
、

あ
る

い

は
幻
佳
庵
清
規

の
名
前
を
あ
げ

て
い
る
の
を

み
る
時
、
隠

元
も
や

は
り
、

古
規

と
い
わ

れ
る
も

の
を
、

相
當

に
意
識

せ
る
も

の
で
あ
る
の
を
知

る
の
で
あ

る
。

し
か
し
、

師
の
場
合

は
、

明
朝

に
お

い
て
、
己
に
僧
堂

が
慶

れ
て
、
輝
堂
、

齋

堂
が
完
成
し
て

い
た

の
と
、

中
國
佛
教
特
有

の
、
輝
浄
混
滑
思
想
を
、

そ

の
ま

Σ
清
規

に
導
入
し
、

日
夜

の
行
法

と
し
て
修
行
し

て
い
た
も

の
で
あ

る
。

故

に
、
洞
門

あ
る

い
は
奨
派
が
、

一
様

に
古
清
規
を
意
識

し
て
、
各

々
、
繁

簡
宜
し
き
を
え
た
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、

「
黄
奨
清
規

」
と
し

て
も
、

や

は
り

一
山

の
規

矩
と
し
て
何

ら
攣
哲

は
な

い
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、

ひ
と
り
奨
規

の
み
が
異
端
覗

さ
れ
た
の
は
、
當

時

の
洞
門
檜
侶
の
多
く
が
、

こ
れ
あ

る
を
知

つ
て
永
螢

二
規

の
存

す
る
を
知

ら
ず
、

し
た
が

つ
て
奨
規
が
、

無
條
件

に
採

用

さ
れ
た
事

へ
の
反
動

で
あ
ろ
う
ゆ

し
た
が

つ
て

(1)
隠

元
の
來
朝
、

お
よ
び
永
螢
二
規

の
刊
行
間
も
な
く
成
立

し
た
椙
樹

林
清

規
に
、

明
様

が
混

入
し
、
(
2
)
曹

洞
門
下

の
自
畳

の
も
と
、
永
螢
二
規

へ
の
顯
彰

と
相

ま

つ
、

必
然
的

に
明
様
排
除

の
思
想

が
胚
胎
し
、
洞
門

の
純

粋
性
を
、

敏
理
的

に
も
、

行
法
的

に
も
保
持

せ
し

め
ん
と
、
意
圖
し
た
も

の
で
あ

る
。

洞
門
清
規

に
み
る
漿
派

の
影
響

と
そ

の
批
到

(
山
 

口
)
 

一
二
五
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